

























































































































































































部の AL、さらに他大学が実施する先進的な AL の事例
を調査し、比較分析を行う。
５. 経過報告と今後について
本プロジェクトは動き出したばかりで、まだ具体的
な成果は出せていない。現在は、各メンバーが研究計
画を立て、その共有を行っている段階である。本格的
な調査は、2019年9月以降となるが、ここでは勅使
河原が5月に実施した台湾での調査と小口が実施予定
の研究の概要を報告する。
（１） 台湾でのオリジナルコーヒー販売に関する
現地調査
勅使河原は、ゼミ生とともに東日本大震災とそれに
伴う福島第一原発事故からの復興支援に取り組んでい
る。そのひとつに、2014年度から開催している「ま
まカフェ＠千葉商科大学」がある。本学近隣に避難さ
れた方々、とりわけ子育て中の親子の避難先での悩み
相談や交流などを目的に、子どもたちの遊び場も設け
てくつろげる場を提供している。
その参加者と学生が共同でオリジナルコーヒー
「CUC ブレンド」を開発した。現在は、株式会社 CUC
サポートや市内のコーヒー店などで購入することがで
きるが、今後は海外展開として台湾での販売を目指し
ている。
台湾は日本と同様に震災が多く、災害に対する関心
が高い。東日本大震災時には日本に200億円以上の義
援金を送り、そのほとんどが一般国民からの寄付で
あったという。義援金のほかにも、人的な派遣も含め
て両国は協力関係を構築してきた経緯がある。
2019年5月1日～ 3日に実施した調査では、CUC
ブレンドの消費者ニーズの把握を目的に、台湾国立中
正大学社会企業研究センターの協力のもと、消費者へ
のアンケート調査やヒアリング調査、販売状況の確認
を行った。現在、アンケート調査の集計を進めている。
さらに特筆すべきこととして、CUC ブレンドを台
湾嘉義県梅山郷の藝顔画社にてテスト販売することが
決まり、引き続き台湾において消費者ニーズの把握や
販売状況に関する調査を実施予定である。
（２） 農山村における「域学連携」地域づくりの
意義と課題
小口は、大学と地域が連携・協働して地域づくりに
取り組む「域学連携」を研究対象にした。総務省によ
ると、域学連携とは「大学生と大学教員が地域の現場
に入り、地域の住民や NPO 等とともに、地域の課題
解決や地域づくりに継続的に取り組み、地域の活性化
や人材育成に資する活動」を指す。
前述したとおり、人間社会学部の AL は農山村との
連携を軸にした取り組みも多く、他学部と比較しても
大きな特徴といえる。
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また、人間社会学部の在学生および入学希望者のな
かでも、「地域活性化に関わる仕事がしたい」「観光分
野の仕事に就きたい」という声が多くなっている。今
後、農山村に移住して活躍する人材も出てくることが
予測される。
本研究では、域学連携の地域づくりに取り組む事例
を取り上げ、①受け入れ側の対応と支援体制、②送り
出す大学側の対応と支援体制、③双方をつなぐ仕組み
づくりについて検討する。
主な調査先は、岐阜県中津川市である。中津川市で
は2013年以降、「学生参加のまちづくり」を掲げて大
学との連携協定を積極的に進め、市内各地に域学連
携を広げている。2017年度は年間18もの大学から約
6,000人を越える学生が参加した。連携協定先は、中
京学院大学、至学館大学、学習院大学、岐阜大学、名
古屋外国語大学、大正大学、中部大学、東海学園大学、
文京学院大学などである。
現在、域学連携に関する先行研究を整理するととも
に、中津川市の歴史や産業など地域の現状分析を進め
ている。調査は2019年9月以降開始し、2 ～ 3回訪問
する予定である。訪問先は、中津川市で域学連携事業
を担当する市民協働課、学生を受け入れている集落、
さらに学生を派遣する大学側の担当者にもヒアリング
を実施する予定である。
以上のように、各メンバーの研究・活動領域から調
査を行い、AL を多角的に分析していく。2019年度
は、AL に関する先行研究の整理、各メンバーが計画
した調査を実施する。調査で得た結果はその都度メン
バー間で共有し、議論する。続く2020年度は、2019
年度の研究活動を取りまとめ、人間社会学部の AL の
到達点と課題を検討する。さらに、シンポジウムの開
催や学会での発表などをつうじて、研究成果を積極的
に公表していく。
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